
一
頁

新
宝
物
館
の
建
設
に
向
け
て

弓

削

弘

胤

総

務

令
和
五
年
五
月
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
、
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
、
中
興
真
慧
上
人
五
〇
〇
年
忌
、
聖

徳
太
子
一
四
〇
〇
年
忌
の
「
奉
讃
法
会
」
を
「
弥
陀
の
よ
び
声
『
な
も
あ
み
だ
ぶ
つ
』
を
聞
い
て
ゆ
こ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
基
に
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
奉
讃
法
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
新
宝
物
館
の
建
設
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
宝
物
館
は
、
宗
祖
七
〇
〇
回
遠
忌
法
要
の
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
、
六
十
年
ほ
ど

経
過
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
堅
牢
な
建
物
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
老
朽

化
と
空
調
設
備
が
な
い
た
め
、
様
々
な
不
備
を
き
た
し
て
い
て
、
新
宝
物
館
建
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

真
宗
高
田
派
本
山
『
専
修
寺
』
は
、
「
専
修
念
仏
」
を
推
し
進
め
、
後
の
日
本
仏
教
界
を
大
き
く
牽
引
す
る
力
を

生
み
出
し
た
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
と
そ
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
が
書
き
記
し
た
鎌
倉
時
代
以
降
の
多
く
の
法
宝
物
が
伝
え

ら
れ
、
そ
の
唯
一
無
二
の
価
値
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
真
宗

高
田
派
は
そ
れ
ら
親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
法
宝
物
を
伝
持
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
質
量
と
も
に
右
に
出
る
真
宗
教
団

が
な
い
存
在
と
し
て
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
親
鸞
聖
人
御
真
筆
を
含
む
数
百
点
に
及
ぶ
国
宝
・

巻 頭 言
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二
頁

重
要
文
化
財
指
定
の
聖
教
や
文
書
、
絵
画
や
仏
像
は
、
ご
本
山
『
専
修
寺
』
の
至
宝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
親
鸞
聖
人
御
真
筆
を
は
じ
め
と
し
た
、
法
宝
物
で
あ
る
史
資
料
を
未
来

に
向
け
て
確
実
に
受
け
渡
し
て
い
く
と
と
も
に
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
温
湿
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
高
い
気
密
性
を
も
っ
た
収
蔵
施
設
並
び
に
、
展
示
施
設
の
構
築
を
め

ざ
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
活
用
室
は
、
Ｖ
Ｒ
の
活
用
等
に
よ
り
、
普
段
は
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
宝

『
御
影
堂
』
『
如
来
堂
』
の
細
部
に
わ
た
り
お
見
せ
し
、
「
文
字
・
こ
と
ば
」
の
情
報
を
超
え
て
、
宗
教
的
体
験
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
感
染
さ
れ
た
方
と
そ
の
ご
家

族
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
医
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を

支
え
て
お
ら
れ
る
す
べ
て
の
方
々
の
ご
尽
力
に
甚
深
の
謝
意
を
表
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
、
感
染
が
終
息
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

宗
門
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
本
山
は
も
と
よ
り
各
御
寺
院
に
も
年
々
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
状
況
で
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
お
念
仏
を
大
切
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
難
題
山
積
の
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
宗
門
護
持
の
た
め
、
物
心
両
面
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

巻 頭 言

二



三
頁

宗

達

宗

達

第
一
一
五
一
号

法
主
殿
来
る
令
和
四
年
三
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
岡
崎
市
菅
生
町
満
性
寺
聖
徳
太
子
千
四
百
年
遠
忌
法
会
に
御
親
修
御
親

教
相
成
る

令
和
三
年
七
月
八
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

宗

達

第
一
一
五
二
号

法
主
殿
来
る
令
和
三
年
十
二
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
真
宗
高
田
派
専
修
寺
神
戸
別
院
報
恩
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成
る

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

三



四
頁

宗

達

第
一
一
五
三
号

法
主
殿
来
る
令
和
三
年
九
月
二
十
三
日
讃
佛
会
に
御
親
教
相
成
る

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印宗

告

宗

告

第
一
一
一
三
号

お
裏
方
来
る
令
和
四
年
一
月
二
十
七
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
真
宗
高
田
派
専
修
寺
神
戸
別
院
婦
人
会
物
故
者
追
弔
会
に
御
親

示
相
成
る

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤
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五
頁

宗

告

第
一
一
一
四
号

来
る
令
和
三
年
九
月
二
十
日
よ
り
同
二
十
六
日
ま
で
讃
佛
会
執
行
相
成
る

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

宗
告

第
一
一
一
五
号

来
る
令
和
三
年
十
月
一
日
よ
り
同
三
日
ま
で
資
堂
講
法
会
執
行
相
成
る

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

五



六
頁

宗

告

第
一
一
一
六
号

来
る
令
和
三
年
十
一
月
三
日
よ
り
同
四
日
ま
で
納
骨
堂
法
会
執
行
相
成
る

一
、
日

時

三
日
、
四
日

納
骨
堂

午
前
十
時
三
十
分

御
影
堂

午
前
十
一
時
（
洪
鐘
撞
止
）

一
、
参

勤

者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

宗

告

第
一
一
一
七
号

来
る
令
和
三
年
十
一
月
五
日
よ
り
同
十
日
ま
で
秋
法
会
執
行
相
成
る

一
、
新
加
入
法
会

五
日
、
六
日
、
七
日

一
、
参

勤

者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
三
年
七
月
十
六
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

六



七
頁

任

免

令
和
三
年
六
月
一
日

任

福
井
別
院
副
輪
番

真
浄
寺
住
職

日
下

康
正

福
井
別
院
理
財
員
を
委
嘱
す
る

聖
徳
寺

内
田
伊
佐
夫

福
井
別
院
責
任
役
員
を
委
嘱
す
る

聖
徳
寺

水
戸
守

勉

法
光
寺

原
田

賢
治

福
井
別
院
評
議
員
を
命
ず
る

信
行
寺
住
職

波
夛
野
俊
香

光
照
寺
住
職

加
藤

智
性

榮
照
寺
住
職

藤
原

法
壽

福
井
別
院
総
代
を
命
ず
る

勝
光
寺
住
職

佐
々
木
俊
英

福
井
別
院
総
代
を
委
嘱
す
る

聖
徳
寺

水
口

尊

法
光
寺

田
川

貞
一

福
井
別
院
法
務
員
を
命
ず
る

法
光
寺
衆
徒

山
下

光
了

福
井
別
院
世
話
方
を
委
嘱
す
る

稱
名
寺

近
藤

輝
夫

西
光
寺

坪
田

昌
典

法
光
寺

西
川

友
章

法
光
寺

原
田

育
実

法
光
寺

山
田

秀
一

勝
鬘
寺

佐
々
木
雅
子

本
流
院

西
出
ミ
チ
コ

福
井
別
院
会
計
監
査
を
委
嘱
す
る

専
福
寺

本
田

明
人

法
光
寺

澤
井

照
男

福
井
別
院
佑
事
を
命
ず
る

寳
幢
寺
住
職

佐
々
本
泰
秀

福
井
別
院
承
事
を
命
ず
る

本
流
院
衆
徒

陶
山

善
晴

光
照
寺
衆
徒

宮
﨑

浄
忍

福
井
別
院
役
事
を
命
ず
る

願
教
寺
衆
徒

奥

高
仁

寳
幢
寺
衆
徒

小
林

義
博

願
教
寺
衆
徒

山
本

宏
弘

願
教
寺
衆
徒

山
田

登
信

依
請
解
其
職

福
井
別
院
副
輪
番

徳
照

慶
壽

依
請
解
其
職

福
井
別
院
責
任
役
員

鰐
渕

堅
造

依
請
解
其
職

福
井
別
院
総
代

西
端

勲

依
請
解
其
職

福
井
別
院
法
務
員

山
田

登
信

依
請
解
其
職

福
井
別
院
世
話
方

八
木

仁
司

笹
原

徳
行

牧
野

富
夫

尾
崎

専
一

依
請
解
其
職

福
井
別
院
会
計
監
査

松
浦

廣

依
請
解
其
職

福
井
別
院
役
事

山
下

光
了

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

関
東
別
院
責
任
役
員
を
命
ず
る

甚
行
寺
住
職

藤
尾

邦
泰

関
東
別
院
責
任
役
員
を
委
嘱
す
る

関
東
別
院
同
行

米
倉

利
幸

七



八
頁

関
東
別
院
同
行

坂
倉

敬
治

関
東
別
院
同
行

栗
下

治
康

関
東
別
院
総
代
を
命
ず
る

林
柔
寺
住
職

長

祥
隆

関
東
別
院
総
代
を
委
嘱
す
る

関
東
別
院
同
行

高
倉

正
夫

関
東
別
院
同
行

山
田

勝
治

関
東
別
院
同
行

出
津

正
弘

関
東
別
院
同
行

鬼
頭

達
也

関
東
別
院
評
議
員
を
命
ず
る

永
福
寺
住
職

藤
尾

忠
洋

澄
泉
寺
住
職

櫻
田

親
紀

関
東
別
院
評
議
員
を
委
嘱
す
る

関
東
別
院
同
行

清
水

透

関
東
別
院
同
行

佐
々
木
了
子

関
東
別
院
同
行

鳥
山

博
司

関
東
別
院
理
財
員
を
命
ず
る

永
福
寺
住
職

藤
尾

忠
洋

関
東
別
院
理
財
員
を
委
嘱
す
る

関
東
別
院
同
行

清
水

透

関
東
別
院
祐
事
を
命
ず
る

願
壽
寺
住
職

櫻
木
谷
正
隆

正
福
寺
住
職

英

法
悦

延
命
寺
副
住
職

栁
澤

理
照

関
東
別
院
承
事
を
命
ず
る

関
東
別
院
衆
徒

近
藤

即
証

関
東
別
院
衆
徒

下
村

貢
徳

深
廣
寺
衆
徒

中
瀬

弦
夷

正
福
寺
副
住
職

英

照
壽

常
國
寺
衆
徒

浅
尾

太
一

関
東
別
院
衆
徒

金
木

嶺
徳

成
就
院
衆
徒

天
笠

遼
徳

関
東
別
院
衆
徒

伊
藤

国
清

浄
琳
寺
住
職

薗
田

晃
利

真
像
寺
衆
徒

田
口

顕
静

横
浜
別
院
乗
願
寺
責
任
役
員
を
命
ず
る常

専
寺
住
職

稲
毛

千
秋

永
福
寺
前
住
職

栗
山

純
秀

横
浜
別
院
乗
願
寺
総
代
を
命
ず
る

永
福
寺
住
職

藤
尾

忠
洋

空
乗
寺
住
職

大
橋

信
明

善
徳
寺
住
職

相
馬

尚
教

横
浜
別
院
乗
願
寺
総
代
を
委
嘱
す
る

横
浜
別
院
乗
願
寺
同
行

田
中

諒
誼

横
浜
別
院
乗
願
寺
同
行

武
田

玄
秀

横
浜
別
院
乗
願
寺
評
議
員
を
命
ず
る

甚
行
寺
住
職

藤
尾

邦
泰

願
信
寺
住
職

永

克
利

専
福
寺
住
職

小
泉

信
郎

横
浜
別
院
乗
願
寺
評
議
員
を
委
嘱
す
る

横
浜
別
院
乗
願
寺
同
行

武
田

玄
秀

横
浜
別
院
乗
願
寺
同
行

田
中

文
子

八



九
頁

横
浜
別
院
乗
願
寺
理
財
員
を
命
ず
る

願
信
寺
住
職

永

克
利

依
請
解
其
職

横
浜
別
院
乗
願
寺
承
事

天
笠

健
心

住
職
拝
命

令
和
三
年
七
月
二
十
七
日

三
重
県
桑
名
市
南
寺
町

常
信
寺
副
住
職

村
井

博
陸

補

常
信
寺
住
職

依
請
解
其
職

常
信
寺
住
職

法
山

妙
珠

三
重
県
松
阪
市
白
粉
町

常
教
寺
副
住
職

野
村

泰
志

補

常
教
寺
住
職

依
請
解
其
職

常
教
寺
住
職

野
村

潔
志

北
海
道
赤
平
市
平
岸
新
光
町

浄
光
寺
副
住
職

秦

妙
映

補

浄
光
寺
住
職

三
重
県
亀
山
市
関
町
越
川

西
圓
寺
衆
徒

加
藤

譲
慈

補

西
圓
寺
住
職

依
請
解
其
職

西
圓
寺
住
職

加
藤

正
信

住
職
代
務
者

令
和
三
年
七
月
二
十
八
日

三
重
県
亀
山
市
関
町
越
川

西
圓
寺
住
職

加
藤

譲
慈

三
重
県
亀
山
市
関
町
萩
原

補

光
善
寺
住
職
代
務
者

九



一
〇
頁

得

度

令
和
三
年
七
月
二
十
七
日

三
重
県
鈴
鹿
市
若
松
東

慧
光
院

孝
曉

准
上
座
格
二
等

西
運
寺
衆
徒

福
田
孝
司
郎

三
重
県
四
日
市
市
鹿
間
町

照
明
院

真
海

院
家
首
席
二
等

海
善
寺
衆
徒

今
村
真
太
郎

三
重
県
四
日
市
市
鹿
間
町

善
照
院

百
世

院
家
首
席
二
等

海
善
寺
衆
徒

今
村

百
世

三
重
県
津
市
大
里
野
田
町

龍
鳳
院

瑛
成

院
家
一
等

法
流
寺
衆
徒

青
木

瑛
義

三
重
県
津
市
一
志
町
井
生

正
光
院

妙
里

老
分
二
等

西
光
寺
衆
徒

藤
原

里
彩

三
重
県
鈴
鹿
市
矢
橋

光
寶
院

勁
照

中
老
二
等

誓
休
寺
衆
徒

中
道

勁

愛
知
県
岡
崎
市
岩
戸
町

慧
光
院

哲
智

大
衆
分

東
照
寺
衆
徒

中
川

哲
治

布
教
任
命

七
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

七
・
一

権
中
僧
都

藤
田

正
知

七
・
二

権
中
僧
都

中
村

宜
成

七
・
三

律

師

隆

妙


七
・
四

権
中
僧
都

田
中

明
誠

七
・
五

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

七
・
六

少

僧

都

山
中

真
諭

七
・
七

権
中
僧
都

中
村

宜
成

七
・
八

権
少
僧
都

真
置

信
海

七
・
九

大

律

師

北
畠

大
道

七
・
一
〇

大

僧

都

上
田

隆
順

七
・
一
一

中

僧

都

青
木

義
成

七
・
一
二

権
少
僧
都

真
置

信
海

七
・
一
三

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

七
・
一
四

大

律

師

久
世

宜
範

一
〇



一
一
頁

七
・
一
五

権
中
僧
都

安
藤

章
仁

七
・
一
六

律

師

北
畠

心
淳

七
・
一
七

中

僧

都

佐
藤

弘
道

七
・
一
八

律

師

若
林

妙
百

七
・
一
九

権
中
僧
都

中
野

達
照

七
・
二
〇

少

僧

都

青
木

妙
法

七
・
二
一

少

僧

都

山
中

真
諭

七
・
二
二

律

師

隆

妙


七
・
二
三

大

律

師

髙
島

光
憲

七
・
二
四

律

師

田
中

唯
聴

七
・
二
五

中

僧

都

戸
田

惠
信

七
・
二
六
、
二
七

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

七
・
二
八

権
中
僧
都

田
中

明
誠

七
・
二
九

少

僧

都

岡

知
道

七
・
三
〇

少

僧

都

上
田

英
典

七
・
三
一

権
大
僧
都

東
雲

正
乗

七
月
御
影
堂
常
在
説
教

七
・
七

逮
夜

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

七
・
八

日
中

大

律

師

北
畠

大
道

七
・
九

逮
夜

律

師

水
谷

忍
英

七
・
一
〇

日
中

中

僧

都

青
木

義
成

七
・
一
五

逮
夜

権
少
僧
都

高
藤

英
光

七
・
一
六

日
中

大

僧

都

上
田

隆
順

歓
喜
会
説
教

八
・
一
四

晨
朝

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

日
中

大

僧

都

増
田

修
誠

八
・
一
五

晨
朝

律

師

隆

妙


日
中

中

僧

都

藤
谷

知
良

八
・
一
六

晨
朝

権
少
僧
都

真
置

信
海

日
中

律

師

弓
削

弘
胤

八
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

八
・
一

律

師

山
中

久
行

八
・
二

権
中
僧
都

中
村

宜
成

八
・
三

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

八
・
四

中

僧

都

青
木

義
成

八
・
五

少

僧

都

岡

知
道

八
・
六

権
中
僧
都

藤
田

正
知

八
・
七

律

師

隆

妙


八
・
八

大

律

師

髙
島

光
憲

八
・
九

権
少
僧
都

真
置

信
海

八
・
一
〇

権
中
僧
都

梅
林

清
香

一
一



一
二
頁

八
・
一
一

少

僧

都

青
木

妙
法

八
・
一
二

権
中
僧
都

生
桑

崇
等

八
・
一
三

中

僧

都

青
木

義
成

八
・
一
七

律

師

若
林

妙
百

八
・
一
八

少

僧

都

藤
澤

真
樹

八
・
一
九

律

師

古
芝

智
泉

八
・
二
〇

大

律

師

北
畠

大
道

八
・
二
一

律

師

田
中

唯
聴

八
・
二
二

大

律

師

髙
島

光
憲

八
・
二
三

中

僧

都

佐
藤

弘
道

八
・
二
四

権
大
僧
都

東
雲

正
乗

八
・
二
五

権
中
僧
都

中
村

宜
成

八
・
二
六
、
二
七

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

八
・
二
八

権
中
僧
都

安
藤

章
仁

八
・
二
九

権
中
僧
都

田
中

明
誠

八
・
三
〇

少

僧

都

上
田

英
典

八
・
三
一

権
中
僧
都

田
中

明
誠

八
月
御
影
堂
常
在
説
教

八
・
七

逮
夜

大

僧

都

上
田

隆
順

八
・
八

日
中

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

八
・
九

逮
夜

律

師

水
谷

忍
英

八
・
一
〇

日
中

権
少
僧
都

高
藤

英
光

高
田
慈
光
院

月
例
法
会

七
・
一
〇
、
一
六
、
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

八
・
一
〇
、
二
六

権
少
僧
都

高
藤

英
光

報
徳
園

月
例
法
会

七
・
一
五

権
少
僧
都

高
藤

英
光

一
二



一
三
頁

敬

弔

次
の
方
々
が
御
往
生
な
さ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
三
年

六
・
二

北
海
道
赤
平
市
平
岸
新
光
町

浄
光
寺
住
職

秦

浄
憲

贈

大

僧

都

六
・
十
一

三
重
県
津
市
河
芸
町
高
佐

誓
教
寺
住
職

藤
田

泰
雄

贈

大

律

師

六
・
十
五

三
重
県
鈴
鹿
市
上
箕
田

法
林
寺
前
坊
守

里
榮

行
子

六
・
二
一

三
重
県
松
阪
市
嬉
野
宮
野
町

常
照
寺
前
々
坊
守

藤
喜
ミ
チ
子

一
三



二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

一
四



三
頁

た
。
こ
の
点
、
時
代
の
制
約
を
か
な
り
払
拭
し
た
法
然
・

親
鸞
と
の
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

永
観
と
そ
の
著
作
へ
の
注
目
度
は
低
い
が
、
日
本
浄
土

教
の
展
開
に
、
東
大
寺
三
論
宗
の
立
場
か
ら
多
大
な
足
跡

を
記
し
た
永
観
は
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
天
台
浄
土
教
以
外
の
浄
土
教

の
再
評
価
も
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
今
回
初
公
開
の
専
修
寺
本

『
往
生
講
式
』
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
第
二
日

学
習
院
大
学
名
誉
教
授高

埜

利
彦

先
生

「
江
戸
時
代
の
宗
教
と
専
修
寺
」

日
本
の
歴
史
は
、
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
・
現
代

、

、

と
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

現
代
の
諸
文
化
は
近
世

特
に
江
戸
時
代
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
お
り
、
現
代
に

活
か
す
歴
史
研
究
と
い
う
意
味
で
は
、
近
世
を
研
究
す
れ

ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
学
者
も
い
る
く
ら
い
近
世
は
重
要

で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
、
江
戸
幕
府
は
ど
の
よ

う
な
宗
教
政
策
を
と
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
時
代
の
専
修
寺
の
動
向
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

死
後
、
野
ざ
ら
し
に
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
菩
提
寺
に

よ
っ
て
葬
儀
さ
れ
、
墓
に
お
さ
め
ら
れ
る
こ
と
を
民
衆
は

望
み
、
そ
れ
に
応
え
て
仏
教
各
宗
派
は
葬
祭
や
法
要
、
卒

塔
婆
建
立
を
進
め
て
寺
院
は
発
展
し
た
。
幕
府
は
キ
リ
ス

ト
教
や
、
後
に
は
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
を
禁
止
し
、
幕
府

が
認
め
た
宗
教
の
信
仰
だ
け
を
許
容
し
て
そ
の
証
明
の
た

め
に
寺
請
制
度
を
展
開
し
た
が
、
こ
の
制
度
は
檀
家
の
葬

儀
執
行
や
も
め
ご
と
仲
介
の
役
を
は
た
す
な
ど
し
て
、
寺

と
檀
家
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
檀
家
た
ち
は
檀
家
役
を

果
た
し
て
檀
那
寺
を
経
済
的
に
支
え
た
。

幕
府
は
、
中
世
か
ら
の
本
山
・
本
寺
で
あ
る
寺
院
に
そ

の
地
位
を
認
め
、
末
寺
と
本
末
関
係
を
結
ば
せ
て
宗
派
の

、

。

組
織
化
を
図
り

末
寺
は
末
寺
役
と
し
て
本
山
を
支
え
た

現
在
も
機
能
し
て
い
る
、
本
山
－

末
寺
－
檀
家
の
関
係

は
、
こ
の
時
代
に
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

江
戸
時
代
は
武
家
・
公
家
・
神
職
な
ど
も
檀
那
寺
を
も

、

、

っ
て
寺
請
を
受
け

国
を
挙
げ
て
仏
教
信
徒
と
な
っ
た
が

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

一
五



四
頁

仏
教
以
外
の
神
道
、
修
験
道
、
陰
陽
道
な
ど
の
信
仰
も
禁

止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
そ
の
動
向
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
明
治
か
ら
現
代
に
至

る
宗
教
政
策
と
そ
れ
に
伴
う
宗
教
界
の
変
遷
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
専
修
寺
を
、
末
寺
の
全
国
分
布
、

高
田
派
の
組
織
確
立
、
本
山
組
織
の
観
点
か
ら
概
観
し
て

い
た
だ
い
た
。

、

、

最
後
に

近
年
の
両
御
堂
の
大
修
理
や
国
宝
指
定
等
は

「
法
主
・
宗
務
－
末
寺
」
の
関
係
と
そ
れ
の
基
礎
に
な
る

末
寺
と
檀
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
の

証
し
で
あ
り

「
本
山
－
末
寺
－
檀
家
」
の
組
織
全
体
が

、

金
メ
ダ
ル
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

●
第
三
日

龍
谷
大
学
名
誉
教
授

深
川

宣
暢

先
生

「

」

他
力
仏
教
の
構
造
－
世
界
の
中
の
浄
土
真
宗
－

、

、

世
界
に
は
数
々
の
宗
教
が
あ
る
が

そ
の
中
で
仏
教
は

さ
ら
に
は
浄
土
真
宗
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の

か
、
そ
し
て
そ
の
特
色
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ

、

、

、

い
て

Ⅰ
世
界
の
宗
教
と
仏
教

Ⅱ
仏
教
の
歴
史
的
展
開

Ⅲ
浄
土
真
宗
と
い
う
仏
教
と
い
う
章
立
て
に
沿
っ
て
お
話

し
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
、
宗
教
の
分
類
に
、
主
に
三
種
類
あ
る
と
し
て
、

そ
の
中
で
の
仏
教
の
特
色
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
す
な

、

、

、

わ
ち

仏
教
は

民
俗
宗
教
に
対
し
て
世
界
宗
教
で
あ
り

自
然
宗
教
に
対
し
て
は
創
唱
宗
教
、
多
神
教
か
一
神
教
か

の
分
類
で
は
そ
の
何
れ
で
も
な
く
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
で
あ

り
、
ブ
ッ
ダ
に
な
る
宗
教
で
あ
る
仏
教
は
、
独
立
し
た
別

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ブ
ッ
ダ
に
な
る
宗
教
と
し
て
の
仏
教
は

小
乗
仏
教

上

、

（

座
部
仏
教
）
と
大
乗
仏
教
に
分
類
さ
れ
る
が
、
浄
土
真
宗

は
大
乗
仏
教
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
衆
生
が
動
く
仏
教

（
自
力
教
）
に
対
し
て
、
如
来
が
動
く
仏
教
（
他
力
教
）

で
あ
り
、
救
い
の
条
件
が
要
請
さ
れ
な
い
頓
悟
（
横
超
）

の
仏
教
で
あ
る
。
こ
の
仏
教
は

「
わ
た
し
」
に
動
き
は

、

た
ら
い
て
い
る
如
来
（
本
願
・
名
号
）
を
信
受
し
、
ブ
ッ

ダ
に
な
っ
て
い
く
仏
教
で
あ
り
、
名
号
聞
信
に
お
い
て
救

済
は
成
立
す
る

「
聞
」
と
は

「
仏
願
の
生
起
本
末
」
を

。

、

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ
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五
頁

聞
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
私
と
は
何
か
」
を
聞
き

「
仏

、

と
は
何
か

「
救
い
と
は
何
か
」
を
聞
い
て
疑
い
の
な
い

」

こ
と
で
あ
り
、
聞
い
た
そ
の
ま
ま
が
救
い
の
成
立
す
る
時

で
あ
る

「
疑
い
が
な
い
」
と
は
、
賢
し
ら
な
自
分
の
知

。

恵
を
棄
て
て

「
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
、
あ

、

り
の
ま
ま
に
聞
く
こ
と
で
あ
る
と
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

最
近
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
自
力
・
他
力
が
云
々

さ
れ
た
書
物
が
あ
る
が

『
御
消
息
』
に

「
往
生
は
と
も

、

、

か
く
も
凡
夫
の
は
か
ら
い
に
て
す
べ
き
こ
と
に
て
も
候
わ

ず
」
と
言
わ
れ

「
わ
が
は
か
ら
い
の
こ
こ
ろ
を
も
っ
て

、

身
・
口
・
意
の
み
だ
れ
ご
こ
ろ
を
つ
く
ろ
い
、
め
で
と
う

な
し
て
浄
土
へ
往
生
せ
ん
と
お
も
う
を
自
力
と
申
す
な

り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
力
・
他
力
と
は
、
あ
く
ま

で
私
が
往
生
し
、
仏
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
こ
と
に
は
、
十
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
第
四
日

宗
教
学
者

正
木

晃

先
生

「
日
本
仏
教
は
な
ぜ
多
様
な
の
か

－
多
様
性
が
も
た
ら
す
仏
教
の
未
来
形
－
」

た
と
え
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
ほ
と
ん
ど
が
密
教
で
あ

、

。

り

ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
は
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
で
あ
る

中
国
の
仏
教
は
、
今
は
微
弱
で
あ
り
、
禅
宗
と
浄
土
教
が

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
朝
鮮
半
島
の
仏
教
は

圧
倒
的
大
多
数
が
曹
渓
宗
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日

本
に
は
た
く
さ
ん
の
宗
派
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
の

、

、

廃
仏
毀
釈
は
あ
っ
た
も
の
の

歴
史
が
比
較
的
穏
や
か
で

神
仏
混
淆
の
形
態
が
長
く
維
持
さ
れ
、
権
力
が
仏
教
を
排

除
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
宗
派
間
の
争
い
が
な
か
っ
た
こ

と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

「
ブ
ッ
ダ
に
帰
れ
！
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
ブ
ッ
ダ

の
仏
教
は
社
会
性
の
否
定
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
仏
教
は
二
十
一
世
紀
に
意
義
あ
る
存
在
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
長
い
歴
史
の
過
程
で
、
社
会
性
を
重
視
す
る

方
向
へ
と
展
開
し
た
日
本
仏
教
に
は
大
き
な
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
代
に
お
け
る
仏
教
の
問
題
と
し
て
、
教
え

の
内
面
化
の
問
題
が
あ
る
。
内
面
化
は
、
仏
教
が
暴
力
と

縁
が
な
い
理
由
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
過
剰
に
な

、

、

り
過
ぎ
る
と

宗
教
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
て
し
ま
い
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頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ
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六
頁

仏
教
を
思
想
や
哲
学
と
し
て
解
釈
す
る
方
向
性
が
強
く
な

り
す
ぎ
る
。
そ
れ
が
近
代
の
仏
教
で
あ
る
。
内
面
化
の
過

程
で
、
日
本
仏
教
が
眼
を
背
け
て
き
た
の
が
死
後
世
界
と

霊
魂
に
ま
つ
わ
る
領
域
で
あ
る
。
仏
教
も
宗
教
で
あ
る
以

上
、
死
後
世
界
に
つ
い
て
明
確
に
語
る
義
務
が
あ
る
。
し

か
し
近
代
、
霊
魂
否
定
論
に
直
結
す
る
「
無
我
論
」
が
提

示
さ
れ
て
以
降
、
日
蓮
宗
と
高
野
山
真
言
宗
以
外
の
宗
派

で
は
、
霊
魂
を
否
定
す
る
か
、
曖
昧
な
態
度
を
通
す
か
し

て
い
る
。
世
俗
諦
の
レ
ベ
ル
で
は
、
霊
魂
を
認
め
、
霊
魂

が
死
後
の
世
界
に
行
く
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

死
や
死
後
の
世
界
は
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
科
学
に

助
け
て
も
ら
お
う
と
す
る
の
は
宗
教
の
自
滅
行
為
で
あ

る
。
重
要
な
の
は
、
聖
典
と
祖
師
た
ち
の
言
動
で
あ
る
。

「
倶
会
一
処
」
と
経
典
は
説
き
、
親
鸞
聖
人
も
浄
土
で
待

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
、

祖
師
が
こ
う
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
。
そ

れ
以
上
は
必
要
な
い
。

最
後
に
、
僧
侶
、
住
職
に
求
め
ら
れ
る
も
の
、
そ
れ
は

真
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
一
番
重
要
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
第
五
日

正
泉
寺
住
職

北
島

恒
陽

先
生

「
葬
祭
と
仏
教
」

現
在
、
宗
派
を
超
え
て
ほ
ぼ
同
様
に
執
り
行
わ
れ
て
い

る
葬
儀
や
中
陰
法
要
、
年
忌
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
諸
史
料
に
基
づ
き
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

『

』

、

葬
送
に
つ
い
て
の
最
初
の
記
録
は

魏
志
倭
人
伝

で

こ
こ
に
邪
馬
台
国
の
葬
送
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仏

教
伝
来
後
は
、
次
第
に
仏
教
的
要
素
が
加
わ
る
が
、
天
武

天
皇
の
葬
送
で
は
、
五
つ
の
寺
で
百
箇
日
法
要
が
行
わ
れ

た
記
録
、
一
周
忌
が
諸
寺
で
営
ま
れ
た
記
録
が
あ
る
。
ま

た
、
天
武
天
皇
の
皇
后
に
当
た
る
持
統
天
皇
は
、
初
め
て

火
葬
さ
れ
た
天
皇
で
あ
る
。
火
葬
は
法
相
宗
の
開
祖
で
あ

る
道
昭
か
ら
始
ま
り
普
及
す
る
が
、
そ
れ
は
肉
体
よ
り
魂

を
重
ん
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
葬
儀
方
法
で
、

肉
体
を
大
事
に
す
る
中
国
で
は
あ
り
得
な
い
。

葬
儀
後
の
法
要
は
、
当
初
は
中
陰
の
終
わ
り
の
四
十
九

日
が
最
後
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
一
周
忌
を
行
う
よ
う
に

な
る
こ
と
が
『
栄
華
物
語
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
。
平
安

末
期
か
ら
は
十
三
回
忌
が
加
わ
る
こ
と
が
『
元
享
釈
書
』
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第
九
十
五
回

仏
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座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
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七
頁

に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
十
二
支
を
も
と
に
し
て
お
り
、

理
に
か
な
っ
た
年
数
の
は
か
り
方
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か

ら
は
『
十
王
経
』
に
基
づ
い
て
三
回
忌
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
仏
教
側
が
こ
の
経
に
の
っ
と
っ
て
三
回
忌
を
定

着
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
代
将
軍
源
実
朝

は
三
回
忌
を
行
っ
て
い
る
が
、
初
代
頼
朝
は
行
っ
て
い
な

い
。七

回
忌
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
十
三
回
忌

の
半
分
で
、
陽
数
で
あ
る
奇
数
の
七
を
と
っ
て
七
回
忌
と

し
た
も
の
か
。
日
蓮
の
弟
子
が
七
回
忌
を
勤
め
て
い
る
。

光
厳
天
皇
（
一
三
一
三
－
一
三
六
四
）
の
日
記
に
は
、

世
間
で
三
十
三
回
忌
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い

る
。
三
を
重
ね
て
年
忌
を
行
う
年
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

『

』

親
鸞
聖
人
の
三
十
三
回
忌
に
は
覚
如
上
人
が

報
恩
講
式

を
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
代
に
三
十
三
回

忌
が
一
般
化
し
て
い
た
証
し
で
あ
る
。
ま
た
、
三
を
も
う

一
つ
重
ね
た
三
三
三
回
忌
を
、
東
西
本
願
寺
は
勤
め
た
。

ま
た
、
干
支
が
二
周
す
る
二
十
四
年
後
に
二
十
五
回
忌

を
勤
め
た
記
録
が
本
願
寺
に
は
多
く
残
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

本
年
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
分
野
の
先
生
の
お
話
し

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
知
見
を
深
め

る
と
と
も
に
、
視
野
を
広
め
る
こ
と
の
で
き
た
五
日
間
で

あ
っ
た
。

（
仏
教
文
化
講
座
主
監

栗
原

廣
海
）

第
二
十
八
回

法
話
発
表
会

開
催
日
時

九
月
二
日
（
木
）

午
前
十
時
よ
り
開
会
式

会

場

宗
務
院
二
階
第
一
会
議
室

法
話
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
僧
侶
に
な
っ
た
ば
か
り

の
方
や
、
日
頃
法
話
を
す
る
機
会
の
あ
ま
り
な
い
若
手
を

中
心
に
法
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
布
教
者
と
し
て
歩
ま
れ
る
方
を
応
援
す
る
行
事

で
す
。

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
本
年
の
聴
講
は
寺
族
の
み
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
聴
講
希
望
の
方
は
事
前
に
宗
務

院
教
学
課
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
℡
〇
五
九
ー
二
三
二
ー
四
一
七
一
）
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二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

一
九



八
頁

第
四
十
三
回

の
お
知
ら
せ

住
職
補
任
研
修
会
実
施

標
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
住
職
・
住
職
代
務
者
・
副

住
職
規
程
（
宗
規
第
十
七
号
）
に
よ
り
、
住
職
補
任
研
修

を
受
講
す
る
こ
と
が
、
住
職
及
び
副
住
職
補
任
申
請
の
必

須
条
件
で
す
。

住
職
及
び
副
住
職
を
拝
命
予
定
の
皆
様
は
、
早
め
に
受

講
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

研
修
予
定
日

令
和
三
年

十
月
八
日(

金
）
十
二
時
頃
～(

泊)

九
日(

土
）
～
十
二
時
十
五
分
頃
、
解
散
予
定

研
修
内
容

・
真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

・
住
職
道
、
布
教
道

・
宗
教
法
人
法

・
寺
院
規
則

・
声
明

・
法
式
作
法

・
現
状
と
課
題

受
講
条
件

教
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

申
込
み
方
法

指
定
の
申
込
書
を
令
和
三
年
年
九
月
三
十
日
ま
で
に

本
山
宗
務
院
教
学
課
宛
に
郵
送

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
五
九
ー
二
三
二
ー
一
四
一
四
）

メ
ー
ル
（k

y
o
-
g
a
k
u
@
s
e
n
j
u
j
i
.
o
r
.
j
p

）

に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

定
員
十
名
に
な
り
次
第
受
付
終
了
と
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
宗
務
院
教
学
課
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

（
℡
〇
五
九
ー
二
三
二
ー
四
一
七
一
）

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

二
〇



九
頁

第
二
十
六
回研

究
発
表
大
会
案
内

教
学
院

日

程

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日(

金)

午
前
九
時
半

受
付
開
始

午
前
十
時

開

会

式

十
時
二
十
分

発

表

高
田
会
館

ホ
ー
ル

会

場

発
表
題
と
発
表
者

一

津
市
久
居
在
法
苑
院
寂
陽
山
妙
華
寺
所
蔵
の

宗
学
関
係
資
料
に
つ
い
て

金
信

昌
樹

二

三
願
転
入
と
教
育

松
山

智
道

三

何
よ
り
も
去
年
今
年
・
・
・

大
河
戸
悟
道

四

『
選
択
集
』
の
絵
画
化
に
つ
い
て

清
水
谷
正
尊

五

聖
徳
太
子(

厩
戸
王
子)

の
時
代
考
証

麻
績

俊
真

六

裏
衣
の
御
書
と
赤
須
賀
門
徒

鬼
頭

富
之

教
学
院
特
別
講
演

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日(

金)

日
程

午
後
二
時
～
午
後
三
時

午
後
三
時
五
分
閉
会
式

講
題

「
教
学
振
興
の
た
め
の

y
o
ut
ub
e

活
用
」

講
師

浦
井

宗
司
氏

深
藕
寺
住
職

新
型
感
染
症
対
策
と
し
て
四
十
人
に
限
定
し
た
応
募
制

と
い
た
し
ま
す
。

聴
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
学
院
へ
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
五
九
ー
二
三
六
ー
三
〇
八
八
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
五
九
ー
二
三
六
ー
三
〇
九
一
）

メ
ー
ル
（k

y
o
g
a
k
u
i
n
@
s
e
n
j
u
j
i
.
o
r
.
j
p

）

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

二
一



一
〇
頁

本

山

行

事

予

定

（
九
月
・
十
月
）

九
月
二
日

第
二
十
八
回

法
話
発
表
会

十
月
一
日
～
三
日

資
堂
講
法
会

十
月
八
、
九
日

第
四
十
三
回

住
職
補
任
研
修
会

十
月
二
十
九
日

教
学
院
研
究
発
表
大
会

下
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
七
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び
納

骨
壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

（
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金
の

下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ
年
を

経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産
に
計
上

さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ

二
二



一
一
頁

真宗高田派共済会のご案内

● ●全寺院対象の共済制度
真宗高田派共済会運営規程による給付金制度

○災害見舞金制度
・本堂全焼及び全壊 １００万円
・本堂半焼及び半壊 ６０万円
・庫裏全焼及び全壊 ６０万円

※災害を証明する書類等が必要です

○祝金制度
・本堂新築及び改築 ６０万円
・本堂を除く境内建物の新築及び改築 １０万円

※高田派代表役員の新築・改築承認書と工事
契約書の写しが必要です。尚、工事費が壱千万円
以上の場合となります。

○住職死亡の場合
在任期間により給付金が異なります
・住職在任 ４０年以上 ５０万円
・住職在任 ３０年以上４０年未満 ４０万円
・住職在任 ２０年以上３０年未満 ３０万円
・住職在任 １０年以上２０年未満 ２０万円
・住職在任 １０年未満 １０万円

○住職退職の場合
上記死亡の場合を適用する

給付及び申請のお問い合せは、下記の共済会担当まで
お尋ねください。

〒514-0114
三重県津市一身田町2819番地

真宗高田派宗務院内

真宗高田派共済会
電話 059-232-4171
F A X 059-232-1414

宗 門 の お 知 ら せ

二
頁

報
告

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座

法
主
殿
・
前
門
様
・
御
裏
方
様
・
新
新
門
様
の
ご
臨
席

、

。

を
仰
ぎ

第
九
十
五
回

仏
教
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
を
施
し
、
先
生
方
に
は
御
来

山
い
た
だ
い
て
対
面
に
て
御
講
義
い
た
だ
け
た
の
は
、
ま

こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
師
の
先
生
方
と
講
題
、
講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

●
第
一
日

法
主
殿
御
親
講

「

往
生
講
式
』
講
読
（
結

」

『

）

一
昨
年

昨
年
に
続
き

専
修
寺
に
伝
わ
る
永
観
の

往

、

、

『

生
講
式
』
を
、
他
の
本
と
比
較
・
校
合
し
な
が
ら
購
読
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
往
生
思
想
の

意
義
を
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
と
対
比
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

『
往
生
講
式
』
の
眼
目
は
第
四
門
で
あ
る
「
念
仏
往
生

門
」
で
、
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
他
の
諸

仏
の
願
に
対
す
る
優
位
性
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
ら
ず
し
て
ど
う
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
か
。
速

や
か
に
万
事
を
な
げ
う
っ
て
一
心
に
称
念
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
る
な
ど
、
親
鸞
聖
人
に
も
近
い
、
極
め
て
進
歩
的

な
念
仏
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

、

『

』

ま
た

永
観
の
思
想
の
集
大
成
と
さ
れ
る

往
生
拾
因

に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
観
想
念
仏
の
思
想
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
永
観
の
思
想
の
根
幹

を
な
す
の
は
口
称
念
仏
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
観
想
念
仏
と

口
称
念
仏
を
説
き
な
が
ら
、
観
想
に
重
き
を
置
く
源
信
の

往
生
要
集

と
は
対
照
的
で
あ
る

こ
の
こ
と
は

往

『

』

。

、『

生
拾
因
』
の
す
べ
て
の
段
が
「
一
心
称
念
阿
弥
陀
仏
」
で

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り

『
往
生
講

、

式
』
の
思
想
と
一
致
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
永
観
の
念
仏
思
想
は
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、

真
言
密
教
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
圧

倒
的
に
密
教
が
優
勢
で
あ
っ
た
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
超
克
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

宗 門 の お 知 ら せ
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一
五
頁

「
三
重
県
人
権
教
育
基
本
方
針
」
よ
り
抜
粋

一
、
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
。

一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

人
権
擁
護
啓
発
活
動
重
点
項
目

七
一

七
一

七
二

七
二

0120 -025756（24時間・年中無休） セコム　 検索

あなたと
社会に、
セコム。

高田本山御用達

真宗高田派 宗報_size85×110_1c

三重県津市渋見町小谷６９３－１　三重テレビ別館

TEL０５９－２２３－３３６３ FAX０５９－２２５－８２１９

 番組・VP・CM 企画制作

イベント事業 企画運営

総合広告代理業

〒５１４－００６３

七
二

七
二

七
二

七
二

0120 -025756（24時間・年中無休） セコム　 検索

あなたと
社会に、
セコム。

高田本山御用達

真宗高田派 宗報_size85×110_1c

三重県津市渋見町小谷６９３－１　三重テレビ別館

TEL０５９－２２３－３３６３ FAX０５９－２２５－８２１９

 番組・VP・CM 企画制作

イベント事業 企画運営

総合広告代理業

〒５１４－００６３

七
二

七
二

七
二

七
二

0120 -025756（24時間・年中無休） セコム　 検索

あなたと
社会に、
セコム。

高田本山御用達

真宗高田派 宗報_size85×110_1c

三重県津市渋見町小谷６９３－１　三重テレビ別館

TEL０５９－２２３－３３６３ FAX０５９－２２５－８２１９

 番組・VP・CM 企画制作

イベント事業 企画運営

総合広告代理業

〒５１４－００６３

七
二

七
二
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六
頁
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◆
新 

刊
◆ 

布
教
技
法
と
し
て
の
節
談 

直
林
不
退
著 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
体
２
３
０
０
円+

税 

近
代
に
入
り
様
々
な
理
由
で
排
斥
さ
れ
た
節
談
。
節
談
を
そ
の
ま
ま
復
活
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
布
教
に
お
け
る
理
と
情
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す

る
。 

 真
宗
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

日
本
真
宗
の
黎
明 

北
村
文
雄
著 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
体
１
８
０
０
円+

税 

近
江
の
錦
織
寺
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
、
日
本
真
宗
の
黎
明
の
歴
史
と
ロ
マ

ン
を
、
親
鸞
聖
人
と
存
覚
上
人
・
性
信
房
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
物

語
風
に
描
写
す
る
。 

 真
宗
学
論
叢
14 

浄
土
仏
教
と
親
鸞
教
学 

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
編 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
体
６
０
０
０
円+

税 

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
発
行
の
雑
誌
「
真
宗
学
」
第
一
四
一
・
一
四
二
記
念
特

集
号
の
論
文
を
ま
と
め
た
一
冊
。 

 

龍
谷
大
学
善
本
叢
書
34 

顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類 

川
添
泰
信
編 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
体
２
５
０
０
０
円+

税 

龍
谷
大
学
所
蔵
の
『
教
行
信
証
』(

文
明
本)

の
写
真
及
び
翻
刻
を
公
開
。
今

回
〔
存
如
授
与
本
〕
や
〔
中
山
寺
本
〕
等
の
写
真
も
掲
載
し
、(

文
明
本)

の
位

置
づ
け
を
考
え
る
。 

永田文昌堂 
600-8342 京都市下京区花谷町通西洞院西入 

電話 075-371-665 FAX 075-351-9031 

れ

い

め
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一
六
頁

令
和
三
年
八
月
二
十
日
印
刷

令
和
三
年
八
月
二
十
日
発
行

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
番
地

電
話
（
〇
五
九
）
二
三
二
ー
四
一
七
一

http://www.senjuji.or.jp

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺

宗

務

院

発

行

所

振
替
〇
〇
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五
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〇ｰ

一
五
一
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番
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重
県
津
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相
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